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RefreshRefresh １年１組 学級通信（第 19 号）R4 11. 18

～ アンケート結果のつづき ～

「学級力アンケート」につづき、今回は「自分を見つめるアンケート」に

ついてお知らせしたいと思います。以下の質問になっています。また、１～

３年生の結果のグラフを裏面に載せました。

①自分のことが好きですか。(5月：60％→11月：60％）

②自分自身に満足していますか。(5月：55％→11月：65％）

③自分にはいいところがあると思いますか。(5月：65％→11月：65％）

④勉強や運動、部活動、習い事、趣味などで、自分なりに自信をもってる。(5月：85％→11月：75％）

⑤自分なりに努力したことがうまくいって、うれしかったことがありますか。(5月：85％→11月：95％）

⑥あなたは、学校生活の中で、クラスに役立っていると思いますか。(5月：55％→11月：45％）

⑦勉強や運動、特技などで、周りの大人や友だちから褒めてもらうことがありますか。(5月：80％→11月：75％）

⑧先生、友だち、家族に支えられているという、感謝の気持ちをもっていますか。(5月：100％→11月：100％）

⑨周りの人に手助けをしたり、協力したり支えたりすることはありますか。(5月：85％→11月：95％）

⑩相手の立場に立って行動に移すことができますか。(5月：60％→11月：75％）

５月に比べて、「あてはまる」や「どちらかといえばあてはまる」と答えた人が増えた項目には

波線 、「あてはまらない」や「どちらかといえばあてはならない」と答えた人が増えた項目には

二重線を引きました。

「①自分のことが好き」や「②自分自身に満足する」ようになるのは、難しいですね。例えば、

自分との小さな約束を守る、というのはどうでしょうか。「８時までに宿題を始め、１時間以内に

終わらせる。」とか、「日曜日の午前中に部屋の掃除を終わらせる。」などと自分との約束を決めて、

それを守ることができれば、自分で自分を褒めたり自信もついたりすると思います。やるべきこと

を家族や友達など周囲に宣言してやってみることもいいですよね。

「③自分にはいいところがある」、「④自分に自信がある」と思うことがあまりないという人は、

家族や友達、そして担任の私に聞いてみてください。担任から見てもみんないいところがちゃんと

ありますから、家族や長い付き合いの友達ならもっといいところを知っていると思います(*^_^*)。

「⑤自分の努力が上手くいきうれしかった」ことについては、日頃から粘り強く諦めずに物事に

取り組んでいれば、上手くいくと言った成功を導く鍵となるでしょう。

「⑥学校やクラスで役に立つ」には係活動や当番活動に責任をもって取り組むことはもちろん、

仕事や学習で困っている友達に手を差し伸べるような行動力が身に付くと、相手はありがたく思い、

自分は感謝され、双方とも嬉しい気持ちとなり、学級も温かい雰囲気になると思います。同時に「⑦

周りの人からほめてもらう」ことも増えてくることにつながるかもしれません。

「⑨周りの人の手助け、協力をして支える」が増えたことは本当に素晴らしいです。毎日の給食

の準備や帰りの学活の配付物、文化祭では掃除や撤去作業があり、その中で普段の授業では見られ

ないほどの積極的な働きと手助けをする姿が見られ、中学生らしくなったきたな、と感心しました。

また、先日の小学生の体験入学の際には、リーダーシップをとって小学生に教えながらグループ学

習に取り組む頼もしい姿も見られました。これからますますの成長に期待しています。

「⑩相手の立場になって行動に移す」は増えてはいるものの、状況によっては反省すべき場面も

見られます。小さいころからの長い付き合いで、ついついきつい言い方になったり、荒っぽい対応

だったりと、「親しき中にも礼儀あり」の精神が必要な場面も時折見られました。この点は今後改

善していくべき課題の一つだと思うので、折に触れて話し合っていきたいと思います。
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